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まだ『自分探しの旅』を続けますか？ 
あとどれだけの本を読み、ノウハウを勉強したらあなたは
「幸せ」で「豊か」になりますか？ 私が『自分探しの旅』に
終止符を打ち、その投資額を財産に変えた方法！ 

たった２日で「本当の自分（真我）」に出会い、仕事やお金の 

悩み人間関係の問題を根本解決する『真我開発講座』とは 

 

私は自分が嫌いでした…… 

 自分のどこをどう見ても好きになれない。自分を認められなかったのです。 

 劣等感の塊でした。 

 性格も、容姿も、境遇も… 人とも上手くいきません。お金も足りません。この先の人生をどう

して行けばいいのか、何をやったらいいのか… 

 

「何で自分はこうなんだ！」 

「もっとお金があったら…」 

「もっと才能があったなら…」 

「もっと容姿がよかったら…」 

「自分のやりたい仕事が見つかれば…」 

「自分はいったい、何のために生きているんだろう…」 

 

 毎日悩み、迷い、不安や不満だらけ。 

 そう、「本当の自分（真我）」に出会うまでは…… 

 

悩み、苦しみ、ついに探し当てた最後の２日間 

はじめまして、心の学校・佐藤義塾の田久保剛です。 

 正直、私の人生は劣等感との闘いでした。 

私は、強烈な劣等感や、仕事や性格の悩み、そして生きることの迷いを解決するため、そして「本

当の自分（真我）」を見つけるためにもがき苦しみ、そしてその答を、心の世界に求めました。 

 

心理学、思想、成功哲学、精神世界…あらゆる事を学び、また、数百冊の本をむさぼり読み、そ

の答えを求めてきました。 

 働いたお金のほとんどは、そういった心の勉強に費やし、そして多く時間を自分探しの旅と称し

心の学校・佐藤義塾 

講師 田久保剛 
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て心の世界の追求をしました。 

 

しかし、なかなか答えが見つからず、成果の出ない自分にうんざりして、「これだけお金も時間

も使って、いったいオレは何をやっているんだ…」と、深く落ち込み、自己嫌悪に陥ったことも多々

ありました。 

 

そして、佐藤康行と出逢い、たった２日間の「真我開発講座」によって、ついにその答えを見つ

け、「自分探しの旅」の究極の結論にたどり着きました。 

 

その体験・経験を生かし、「真我」とは何か？ 「たった２日で真我を体感」できる『真我開発

講座』とは、どういうメカニズムなのかを、出来るだけ詳しく、わかりやすくお伝えさせていただ

きます。 

 

真我開発講座の創始者・佐藤康行 

 現在、心の学校・佐藤義塾の学長である佐藤康行は、「真我開発講座」のカリキュラムを自らの

人生経験を元に、一瞬のインスピレーションで開発しました。 

 この真我開発講座の開発者、佐藤康行の横顔を紹介します。 

佐藤康行は、北海道から 15歳で単身上京。裸一貫、社員食堂の皿洗いからスタート。 

そして「レストラン事業で、いつか大成功するんだ」という強い思いから、営業の世界に身を投

じ、持ち前の熱意、情熱で宝飾品販売では伝説のセールスと呼ばれる日本一の実績や、教育教材販

売では世界チャンピオンの実績を上げ、それらの経験を元に独立し、夢だったレストラン経営に携

わります。 

レストランは全国 70 店舗まで拡大し、若手の有望経営者として注目を浴び、年商数十億円とい

う、実業の世界でも大きな成功をおさめました。 

 

この頃、真我に目覚める体験をし、真我開発講座のカリキュラムを生み出し、レストラン経営と

平行して真我開発講座を主宰するも、「自分のこの世に生まれた役割は、レストラン経営でなく、

多くの人の真我の開発をお手伝いすることである」という使命・天命に目覚め、そのレストランを

無条件に信頼できる人に譲り、現在、真我開発講座一本に絞り、その講師育成、受講者指導に当た

っています。 

 

 この佐藤康行が開発した「真我開発講座」で出会うことができる「本当の自分」つまり真我に出

会うことは、一体どういうことなのでしょうか？ 
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「本当の自分（真我）」の出会いが人生にもたらすもの 

あなたが、「本当の自分」をみつけ「本当の自分」で生きることで、得られる心の変化、そして

現実生活の成果のほんの一部をあげたら、次のとおりです！ 

 

Ằ仕事・お金面 

⇒「仕事への意味が見出せるので、仕事が心から楽しくなり、仕事のストレスも消える！」 

⇒「人が大好きになるので、お客様からも好かれ営業成績が急上昇。思った以上に収入が増える」 

⇒「やりがいのある仕事、天職に導かれる！」 

Ằ人間関係面 

⇒「苦手だった上司へのわだかまりが消えて、関係が急激に修復される」 

⇒「人間関係のトラブルが解消して、調和がとれる！」 

⇒「人が大好きになる！」 

Ằ家庭・夫婦・男女関係面 

 ⇒「夫婦関係が円満になる！」 

⇒「幸せな家庭環境になる！」 

⇒「人生のベストパートナーが見つかる！」 

⇒「親子関係が劇的に修繕される！」 

Ằ性格面 

 ⇒「内向きだった心の矢印が外へ開放されるので、うつ状態から脱却して、社会復帰できる！」 

 ⇒「不安や恐怖から開放されるので、毎日楽しく、喜びの生活が送れる！」 

 ⇒「心労が無くなるので、明るい性格になる！」 

Ằ健康面 

 ⇒「健康そのもの。癒される！」 

 ⇒「心の根本原因が改善されるので、原因不明の病が回復していく！」 

Ằ使命・天命・真理面 

⇒「生まれてきた役割、使命が明確になる！」 

⇒「本当の成功を手に入れる！ 幸せになれる！」 

⇒「永遠の生命を悟れる！」 

⇒「迷いが無くなる！」… 

 

双六で言う “上がり” 

本当の自分に出逢うため、過去にあらゆる手段で内なる自分探しの旅を続けられた方に「真我開
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発講座」の開発者、佐藤康行は必ずこういいます。 

 

『真我
し ん が

の覚醒
め ざ め

は、精神世界や成功哲学、宗教、心理学、様々な自己啓発手法、能力開発法など、

あらゆるものを求めてきた人の、双六でいう上がりなのです。そしてそれと同時に、新たな生まれ変

わりへの出発でもあるのです。』 

 
私たちは“悟り”を目指して、修行したり、今を犠牲にしてあらゆるものを求めさまよう傾向が

あります。 

しかし、そのことに人生の大半を費やすのは本来おかしいのです。 

求め求め、悩み、苦しみ、迷って、そして 

「ああっ、自分の役割は実はこれだったのか！」 

ということを、人生の最後に気づいても、遅いのです。 

 

“悟り”をゴールにするのではなく、一日も早く “悟り”、本当の自分“真我”に目覚め、 

「自分は何の為にこの世に生をうけ、どういう役割があって、これから何をやって生きていけば良

いのか」ということを早く知る。 

そして、その“本当の自分”をスタートラインにして、これからの、残りの人生を生き切ってい

くことこそ最も大切なことなのです。 

 

 実際、約２０年間に渡り、数万人の真我を「真我開発講座」で体感した結果、上記のような素晴

らしい成果のご報告が続出しています。 

こうした現象は、どういう仕組みで、いったい何故、そうなるのでしょうか？ 

 

「有効だって言われるいろんなモノを、もう今まで散々やってきた。だけど現実はさっぱり変わ

らない…」 
「もう自分開発はやり尽くした。お金も時間もいくら使った事やら…」 

「次々と新しい情報に飛びつくが、これだ！ってモノにあたらない…」 

「高い教材を買ったけど、結局使っていない。効果もあるのやらないのやら…」 

「宗教を何十年もやってきているが…」 

 

もしあなたが、そんな状況でしたら、大歓迎です。 

なぜなら、ここにあるからです。あなたが探し求めていた結論が。 

この講座は、あなたのように真剣に道を求めていらした多くの方から、 

真我を体感した結果「ここにあった!!」と感動と歓喜の声を頂いています。 

いままで道を求め続けてきたからこそ、この情報にたどり着いたのです。 

 

「とにかく、今の状態から抜け出したいんだ！ なんとかしてくれ！」 
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「非常に困っている。解決するんなら、なんでもする！」 

 

大丈夫です。でも少しお待ちください。 

真我はあなたに究極の解決をもたらしてくれます。しかし、どういう仕組みで解決できるのか、

講座について詳しく理解してからの方が、より高い成果に結びつきます。 

それからでも遅くありません。この資料をじっくりとお読みください。 

 

あなたの『運』の原因 
あなたの周囲には、何をやってもトントン拍子にうまくいく人と、逆に、どうも全て裏目裏目で

うまくいかない人がいると思います。 

そういう人を私たちはよく 

 

「あいつは運がいいんだ…」とか「あいつはホントにツイてないな。運が悪いんだよな…」 

 

 なんて言葉で片付けたりしますよね。だけど、よく考えてください。 

“運がいい、悪い”って言う事は、一歩深く捉えたら 

 

「よくわかんない…」と言う事です。 

「よくわかんないけど、あいつはうまくいっちゃう…」 

「よくわかんないけど失敗ばかりだ…」 

 

しかし、この私たちが存在する世界のシステムというのは、「原因と結果の法則」といって、ど

んな事でも、どんな針の穴のような小さな事でも必ず原因があるのです。 

 

 つまり、「運がいい」、「運が悪い」というのも、実は原因がある、という事なのです。 

 ここでは、その原因に手を付けます。 

 

 結論を先に言ってしまえば、原因は私たちの“心”にあります。 

 

「なんだ、結局はよくある潜在能力開発法の一種か…」と思われたかも知れませんが、よくあるも

のかどうか、もう少し読み進めてから判断してください。 

 

心の三層構造 
 では、その心はどういった構造になっているのでしょうか？ 

私たちの心は大きく分けると、「プラス」の心と「マイナス」の心があります。 

プラスは“愛”です。 

マイナスは“恐怖”です。 
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野生の動物などはシンプルですから、あらゆる原動力が「愛」か「恐怖」から来ます。 

自分の子どもを愛する気持ちから、エサを捕獲する。外敵が現れた時の恐怖心によって身を守る

という行動をとる、といった具合です。 

 

しかし、人間の心はもう少し複雑です。 

プラスの心は、「明るく」「前向きに」「積極的に」「夢を持って」「目標を持って」「プラス思考で」

「愛と感謝の気持ちで」「素直な心で」「勇気をもって」…といった心。 

マイナスの心は、「暗く」「後ろ向きに」「人を恨んで」「憎んで」「妬んで」「傲慢で」「偏屈で」「マ

イナス思考で」云々… 

どちらの心が「運のいい人生」の原因になるでしょうか？… 

なんて質問はここではするまでもありません。 

念のため申し上げますが、いわゆる積極思考、プラス思考のインプット…なんて話をここで述べ

るつもりはございません。 

 

 しかし今、巷に溢れる、既存のほとんどの手法が、このプラスの心を頭にインプットするもので

はないでしょうか？ 

「プラスの心」「成功者の積極思考」などを一生懸命頭に叩き込み、反復し、そして更に定着させ

るために心を落ち着かせて、脳波を静めて自己暗示をかけ、そしてプラスのイメージを鮮明に頭に

イメージする… 

 いいでしょう。確かに徹底的にやったら、確かにプラスの心は定着します。 

誰だってマイナス思考よりプラス思考が良いなんて知っていますよ。頭では… 

 では、「これから、明るく・前向きに・積極的に…って２４時間３６５日プラス思考で頑張って

ください！ハイッどうぞ」って言われて、本当に運が良くなるでしょうか？ 

 

あとから付け加えた「あなた」 

 ここが、“心の三層構造”の一番上の部分、『頭（観念）』の部分です。 

頭では解っているのです。 

でも、そうすることで解決するなら、世界中の大成功者や聖者・覚者の本、教材などを買い集め

てどんどん次々頭に叩き込めばいいだけです。 

仮にそのことに何百万円注ぎ込んでも、それで「最高の運のいい人生」が得られるんなら安いも

のです。 

しかし、どんなにそう思おうと努力しても、ふと我に返った時、どうしてもそう思えない心が湧き

上がってくる…なんてことはないでしょうか？ 

 

「感謝しろって言われたって、そう思えないから仕方ないじゃないか」 

「プラスに考えろ、なんて解っちゃいるけど、どうしても不安になってしまうんだ…」 
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「人を愛せよったって、憎いんだからしょうがないじゃないか！」 

 

 

「だからこそ、何度も何度も反復して、プラス思考をインプットするんだ。強くそう思うんだ！、

潜在意識にインプットしろ！」…？ 

ちょっと、まってください。違いますよ！ 反対です、逆です。 

 

もうインプットは止めてください。 

 

「思おう！」とするのは「そう思ってない」から「思おう」とするのです。 

「思おう！」とする心とすでに「思っている心」があるのです。 

よく聞く話とは存じますが、後者の方が圧倒的に力が強いのです。 

 その、ふと湧き上がってくる“すでに思っている”心こそ重要なのです。 

ではその心はいったいどこからやってくるのでしょうか？ 

 

あなたは何で出来ている？ 
 ここで、あなたに質問です。 

 木で出来た人形が壊れたら…木で直します。 

粘土で出来た人形が壊れたら…基本的に同じ材料、素材、つまり粘土で修繕しますよね。 

 

では、人間が壊れたら何で直すのでしょう？ 

人間はいったい何で出来ているのでしょうか？ 

 

 「肉・骨・皮…」確かにそうですね。 

 「細胞」「遺伝子…」「原子・素粒子だ」「いやもっと突き詰めたら最後は振動体だ波動だ…」云々 

 全部正解です。 

でも、これらはどれも物理的な見方になります。 

 

佐藤康行は「人間は“記憶”で出来ている」と捉えています。 

「えっ記憶？」 

そうです。“記憶”です。 

私たちは「オギャア」と生まれた時、すでにおじいちゃん、おばあちゃんに顔が似ていたり、性

格が似ていたり、同じような病気になる可能性を秘めています。 

つまりそれは、先祖からの記憶を遺伝子によって引き継いでいるからです。 

あなたの顔は、ご先祖様の遺伝子の記憶なのです。 

そして魂の世界では前世の記憶もあきらかに影響を受けています。 

（ここでは、前世があるか無いかの、我々が現実的に確認のしようが無い事を論議する事はしませ
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んが、確実に前世からの記憶が現在に影響を与えていると捉えた方が辻褄が合う、つまりあると捉

えた方が説明がつきやすい、といった前提で話を進めます） 

 

このように私たちは「遺伝子」からと「前世」からの“記憶”が折り重なって生まれてくる。 

そして、生まれてからは、親からの育てられ方、兄弟姉妹、学校の先生、友達、社会に出てから

出逢う人たちとの人間関係、その影響、様々な体験、経験を重ねて、嬉しかった事、悲しかった事、

楽しかった事、だまされた事、褒められた事、辛かった事、痛かった事…いろんな“記憶”が、頭

では忘れているように見えても、実は体に、細胞にぎっしりと刻み込まれているのです。 

 

これを“心の三層構造”の真ん中の部分、『業』や『カルマ』と言ったりします。 

『細胞の記憶』『遺伝子の記憶』と言ってもいいでしょう。 
 

この心が、ふだんは忘れていても、私たちの外界（心に対し、目に見える外側の世界）に、その

記憶が刻み込まれた時と似たような状況が現れた時、その刺激によって、ふと頭に湧き上がってき

ます。 

先に話した、ふと湧きあがってくる“すでに思っている心”は、まさにこの業、カルマといった

過去の“記憶” から来るのです。 

この記憶は、頭の記憶より格段に力が強いのです。 

ですから、マイナスの記憶が多ければ、当然、そのマイナスの業、カルマに支配された心が、マ

イナスの運の原因となってしまいます。 

たとえば、過去に人前で話をして失敗して大恥をかいた記憶が刻まれると、スピーチを頼まれる

度にその苦い記憶が蘇る。 

あがるまい、あがるまい、と自己暗示をかけたところで、たかが知れています。 

また、たとえば女性が若い頃に父親に強烈な恨みを持つと、一生涯、男性不振になってしまう場

合もあります。心理学では、トラウマ（精神的外傷）と言ったりもします。 

 

 つまり、この「業・カルマ」という過去の記憶に手を付けなければ、根本解決にならないと言う事

です。 

 

注意！インプットの弊害 
「だからこそ、その潜在意識に強く刻み込まれるまでプラスをインプットする事が大事なんじゃな

いですか？」って声が聞こえてきそうですが、はっきり言いましょう。 

 

マイナスの業、カルマが多ければ多いほど、プラスのインプットはむしろ逆効果です。 

 

いくら、プラスを何度も反復して、瞑想し、脳波をα波にしてインプットしたとしても、頭の中

がプラス思考の塊になるだけで、業、カルマの部分にはほとんど影響がありません。 
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多少の細胞の記憶になったとしても、先祖代々、前世からも延々と引き継いでいる記憶からすれ

ば、牛の毛一本にもなりません。 

そして、過去の記憶がマイナスのままで、頭ばかりがプラスになると、“頭”と“業・カルマ”

のギャップが激しくなり、はっきり分離されてしまいます。 

 

すると、心の中はマイナスのまま、頭の中だけでプラス思考になってしまいます。 

これは丁度、“頭”を道具にたとえると分かりやすいでしょう。 

たとえば包丁と言う道具があります。 

これを、愛と感謝に満たされた、プラスの心の人が使えば、愛情こもった美味しい料理を作る、

という結果も出せます。 

しかし、恨みや憎しみばかりのマイナスの心の人が使ったら、他人を傷つけてしまうという結果

になる可能性もあるのです。 

火という道具だって、マイナスで使ったら放火でもしかねません。 

つまり、どんなに良い道具でも、どういう心でそれを使うかによって、全く違う結果になってしま

うのです。 

 

 「プラス思考という道具」をマイナスの心で使うと、人を裁くか、自分を裁く、という事をしま

す。 

 

 つまり、「あいつらは、自分が知っているプラスの生き方をしていない。なんてレベルが低いん

だ…」と他人を責めたり、 

「私は、こんなに素晴らしい精神世界の教えを勉強していると言うのに、なんで結果が伴わない

んだろう？なんて自分は駄目なんだ…」と自分を責める、といった具合にです。 

 

あなたはどの方法を使いますか？ 
 この、“業・カルマ”に手を付けたのが、宗教や各種心理的手法です。 

瞑想や座禅をして“業・カルマ”をひとつひとつ見ていく。 

過去を内観して、マイナスの記憶を、両親への感謝などをきっかけにプラスに転じる。 

幼少時の記憶を呼び覚まし、癒す。 

過去世の記憶に原因を見つける。 

心理カウンセリングや様々なセラピー、ヒーリングで過去のマイナスの記憶を、一枚一枚薄皮を

剥ぐように取り去り、またはプラスに転じ、深い境地を目指す… 

まさに目まいがするほど数あるあらゆる手法が行われています。 

 

 確かに、そのことによって心が癒されたり、忘れかけていた父、母への感謝から、過去のトラウ

マをプラスに転じ、気分が良くなったり、心が洗練されたりと、その時は絶大な効果を感じられる

場合もあります。 
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しかし、時間がたつと、また別のマイナスに支配されたりして、その場限りで終わるパターンが

多く見受けられます。 

まして、自分の人生の様々な記憶を見ていくだけでも一生涯かかりそうなものですが、前述しま

したように、先祖からも前世からの記憶まであるわけです。 

また、仮に原因を両親に見出してその記憶をプラスに転じ許せたとしても、今度はその両親の原

因になった父、母がいるわけですし、突き詰めていけば人類創世まで行ってしまいます。 

魂の世界では、前世にも前世はありますし、そのまた前世があり、もし何万転生もみていったら

… 

そうやって、底無し沼のような自分探しの無限の旅に、あなたは出かけたいですか？ 

 

 丁度、真っ暗闇の広い部屋を照らそうと、懐中電灯を持って足元を光らせるようなものです。 

こっちを照らせば、あっちから闇が来、あっちを照らせばこっちが暗くなる…と言った具合です。 

 

 では、どうすれはいいのでしょうか。 

スイッチひとつで天井の電気をつけて一瞬で暗闇を消す方法はあるのでしょうか… 

 

『真我』（しんが） 
 その“業・カルマ”の、そのまた奥、“心の三層構造”の一番奥に『真我』（しんが）という心があ

るのです。 

 

 『真我』、真（まこと）の我（われ）、つまり「本当の自分」、「真実の自分」の事です。 

『真我』は「宇宙意識」と言ってもいいですし、「内なる神意識」と言ってもいい。 

（※念のため申しますと、心の学校・佐藤義塾は宗教とは一切関係はございません。“神”という

言葉を使うとすぐ“宗教”という認識をしがちですので、あえて付け加えておきます） 

「内なる仏」でも「愛そのもの」でも「実相」でも「光そのもの」でもいい。 

完璧で完全なる素晴らしい意識があなたの心に、そしてどんな人の心の奥にもすでに存在してい

るのです。 

インプットではなく、この心の深奥にすでに在る『真我』を引き出す。アウトプットするのです。 
『真我開発講座』は、丁度、黄金の温泉（真我）を掘り当てるが如く、ボーリングして掘り進める

ような手法で二日間進めていきます。 

 

そして、最後のひと堀、「トンッ」と突いたら、一瞬で温泉がドドーっと湧き上がるように、バッっと

全身に、「愛そのもの」「喜びそのもの」「感謝そのもの」といった、言葉の表現を遥かに凌駕する素

晴らしい“本当の自分の心”、『真我』の心で全身の細胞が満たされます。 

魂の底で『真我』を体感します。爽快です。壮観です。 
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 先の“業・カルマ”を闇に例えたら、まさに上から電気をつけると、『真我』という光が一瞬で

闇を光に変えます。 

 

たとえ、昨日できた暗闇だろうが、一億年前からある

暗闇であろうが、光を当てたら闇は消えるのです。 

 そしてまさに、光そのものの心が細胞に影響を与え、

あなたの眠っていたＯＦＦ状態の遺伝子が、ＯＮになり、

全身の細胞が蘇ります。 

 

 その「愛そのもの」「喜びそのもの」「感謝そのもの」

といっていい、またはプラス、マイナスは超越していま

すが、あえて言うなら「プラスそのもの」の心が直接頭

に湧きあがります。 

それが原因となり、素晴らしい『真我』の心が言葉と

なり、顔つきとなり、行動となり、そして最強の運命と

なって跳ね返ってくるのです。 

 

「プラスそのもの」の心が常に湧きあがっている人が、

プラスを学ぶ必要はありますか？  

プラスに思えないからプラスを学ぼうとするのです。 

しかし、プラス思考も積極思考も愛も感謝も、もともと私たちは知っているのです。 

もともと在る自分に戻るだけです。気付くだけなのです。 

もともと在るものを学ぶのではなく、出すだけでいいのです。 

しかしこのことは、言葉にすれば同じですが、頭で理解する事と、体感する事とは天と地ほどの

差があるのです。 

 

 「人は神そのものである」という教えはたくさんありますが、それを頭で理解したからといって、

悟ったとはいえません。 

実際に「神そのもの」を体感して初めて神の自覚へ至り、本当の悟りと言えるのです。 

 

 では、どうやって真我を体感するのでしょうか？入り口は２つあります。それを時間的全体、そ

して空間的全体からご説明していきます。 
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死から生を見る 
 （「未来内観」コース） 

 私たちは「オギャア」と生まれて、「現在」があって、そしていつか「死」にます。 

 この時間を“人生”と言います。 

 今までの良くある成功哲学等は、現在から、自分の欲望や願望をもとに、ある特定の将来に対し

て、目標を立てます。 

 大成功者をみて「金持ちになりたい」「高級車に乗りたい」「海外に別荘を持ちたい」などと、「あ

あなりたい」「こうしたい」といった自分にとって価値のある明確な目標設定をします。 

そして、それに向かって計画をたてる。また、実行するにあたってやる気を出したり、困難に負

けないように積極思考を頭に叩き込む… 

 

しかし、このやり方だと、根本的に間違ってしまう可能性があるのです。 

自分はチューリップなのに「バラのように咲きたい」、という願望を持ってしまう可能性があるので

す。 

実際の花はそういった間違いは犯しません。 

チューリップはチューリップらしく、バラはバラらしく咲くことが最高なのに、人間は“本当の

自分”を知る前に、自分とは違う他人と比較して「ああなりたい」「こうなりたい」と思ってしま

うのです。 

 

 例えば会社の社長に全然向いてない人が、社長になるのが成功だ、社長になったら幸せになれる、

と思い込んで社長になる目標設定をして、何年か後に社長になっても、家族はばらばら、体はズタ

ズタでは本末転倒です。 

しかし実際は、こうした本来の役割でない事に無理して頑張って同じ事をしてしまい苦しんでい

る人が圧倒的に多いのです。 

 

 目標は一番遠い所から立てるのです。 

東京に住んでいる人がアメリカに行く事を決めたら、成田空港に行きます。 

羽田空港に行ってはいけないのです。 

北海道に行くと決めたら、羽田空港、そしてその為にはモノレールに乗って、電車に乗って…と

いうように、近いところは後から決まってきます。 

 

 では、私たちの人生で一番遠いところはどこでしょう？ 

 それは、この肉体を去るとき。つまり死ぬときです。 

 

 人間はいつか必ず死にます。 

天寿を全うしてこの世を去るときに、自分の人生を振り返って心の底から 

「自分の人生は素晴らしかった！」「最高だった！」「なんていい人生だったんだろう！」と思え、 




